
イエスはたとえでいろいろと教えられ､ その中
で次のように言われた｡ ｢よく聞きなさい｡ 種
を蒔く人が種蒔きに出て行った｡ 蒔いている間
に､ ある種は道端に落ち､ 鳥が来て食べてしまっ
た｡ ほかの種は､ 石だらけで土の少ない所に落
ち､ そこは土が浅いのですぐ芽を出した｡ しか
し､ 日が昇ると焼けて､ 根がないために枯れてし
まった｡ ほかの種は茨の中に落ちた｡ すると茨
が伸びて覆いふさいだので､ 実を結ばなかった｡
また､ ほかの種は良い土地に落ち､ 芽生え､ 育っ
て実を結び､ あるものは三十倍､ あるものは六十
倍､ あるものは百倍にもなった｡｣

新共同訳聖書

イエス・キリストはよくたとえを用いて教えら
れました｡ 今回の聖句に現れるたとえは､ イエス
が語るみことばを聴く者の態度についてです
(｢きく｣ には ｢聞く｣ と ｢聴く｣ がありますが､
耳を傾ける意味の ｢聴く｣ を使います)｡ 当時の
ユダヤ教教師もたとえを使って教えていましたが､
イエスのたとえはイエスの地上に来られた使命に
関するもので､ 人の救いの大切なメッセージが込
められていました｡
１. ｢聴く耳のある者は聴きなさい｣
たとえの最初のケースはみことばを聴くが､ 片
隅で耳に入れただけなので､ みことばがどこかに
行ってしまう人です｡ 番目のケースは喜んでみ
ことばを聴くが､ 研究しないので途絶えてしまう
人です｡ 番目のケースはみことばを聴くが､ ほ

かの世の思いに惑わされて結実しない人です｡
番目のケースはみことばを聴いて､ 研究し深めて
いく人です｡ 深めていきますから､ 倍も､
倍も､ 百倍も成果が上がります｡
２. 過去・現在・未来を聴く耳
１から４番目はそれぞれ独立したケースでしょ
うか｡ 同じ人が生涯で経験していく過程でもある
のではないでしょうか｡ 最初は関心のなかった事
柄がある機会から関心を持つようになったり､ ほ
かの関心事から真理に立ち返ることもあるのです｡
そういう観点からイエスのたとえを考えてみると､
番目のケースは精神的に幼い過去の経験です｡
番目のケースはその場限りの生半可な現在の生
活のことです｡ 番目のケースは折角得た真理が
世俗的思考に乱されてしまう未来のことです｡
番目のケースは過去・現在・未来にわたって真理
を堅持し､ 成果を挙げていく生活です｡
３番目まではみことばを聴かない人のことです
から､ 番目は過去を聴くことが出来ない耳､ ２
番目は現在を聴くことが出来ない耳､ 番目は未
来を聴くことが出来ない耳です｡ 番目は過去・
現在・未来を聴くことが出来る耳で､ 聴いたもの
を噛みしめ､ 悟り､ 将来にわたって聴く耳を持っ
ている人です｡
３. ｢みみをすます｣
谷川俊太郎氏の ｢みみをすます｣ から一部引用
しましょう｡ 過去・現在・未来を聴く人が詠われ
ています｡ 私たちも耳をすまして背後にある事象
を理解してみましょう｡
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・・中略・・
みみをすます／じゅうねんまえの／むすめの／す
すりなきに／みみをすます
みみをすます／ひゃくねんまえの／ひゃくしょう
の／しゃっくりに／みみをすます
みみをすます／せんねんまえの／いざりの／いの
りに／みみをすます
みみをすます／いちまんねんまえの／あかんぼの
／あくびに／みみをすます

・・中略・・
みみをすます／みちばたの／いしころに／みみを
すます／かすかにうなる／コンピューターに／み
みをすます／くちごもる／となりのひとに／みみ
をすます

・・中略・・
みみをすます／きょうへとながれこむ／あしたの
／まだきこえない／おがわのせせらぎに／みみを
すます
『みみをすます』 福音館書店､ 年所収

４. 現代における ｢たとえ｣
イエス・キリストの ｢たとえ｣ はみことばを聴
き､ それを過去・現代・未来にわたって悟ること
を教えています｡ 歴史上一国家として､ 一個人と
して､ 過去に犯した罪は大きいです｡ 東南アジア
に行けば､ 日本軍隊に殺された人々の碑がいたる
ところに建っています｡ その反省の上にたって､
現在のあり方､ そして将来どうするかを考えてい
かなければなりません｡ ｢核廃絶｣ を唱えたオバ
マ大統領をロール・モデルとして､ 核兵器のない
世界を創ることが急務です｡ キリストの生涯は私
たちがこうあるべきだという教えとして､ 耳を傾
けて聴くべき ｢たとえ｣ です｡

宗教総主事 笠 井 惠 二

今年も主イエス・キリストのご降誕をお祝いするクリスマスの季節がやってきました｡ クリスマスは､
主イエス・キリストがご自身のすべてを人々の幸せのためにささげつくしたことに因んで､ 少しでも私
たち自身の一部を人々の幸せのためにささげ合うことを実践する季節です｡ 本学合同宗教委員会では慎
重に話し合った結果､ 今年も昨年同様に例年献金をしている諸団体及び､ スマトラ島地震及びインド・
フィリピン地滑り災害救援のために活動している団体に送ることにいたしました｡ みなさまのご協力を
何卒よろしくお願い申し上げます｡
尚､ 昨年度は､ １９４,８２２円の暖かい献金をいただきましたことを報告いたします｡

｢ 年度中部学院大学・中部学院大学短期大学部クリスマス献金｣
神様の御旨のままに従い ① ｢日本と世界の各災害被災者を覚えて｣

② ｢いのちの大切さを覚えて｣ 献金をささげます｡

献金予定先：①日本キリスト教団各種災害救援支援 ②キリストへの時間
③岐阜いのちの電話 ④愛知老人コミュニティセンター
⑤社会福祉法人 あゆみの家 ⑥岐阜野宿生活者支援の会
⑦社会福祉法人 親隣館 ⑧その他
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聖書：ルカによる福音書 章 ～ 節
しかし､ イエスのうわさはますます広まったので､ 大勢の群衆が､ 教えを聞いたり病気をいやして
いただいたりするために､ 集まって来た｡ だが､ イエスは人里離れた所に退いて祈っておられた｡

(聖書 新共同訳)
英語の聖書から：

｢しかしイエスは､ ひとりで荒れ野に退いて行き､ 祈ることがしばしばあった｣

初めに：
｢静かな時｣ とは何でしょうか｡ ｢献身の時間｣ と呼んで

もよいかもしれません｡ 私はそれを､ それぞれが独りで神さ
まと向き合う ｢私的な時間｣ と呼びたいと思います｡ 毎日､
決まった場所で､ 神さまと過ごす ｢約束の時間｣ です｡

｢静かな時｣ を持っていますか？
｢はい｣ と答えた方は､ そういう習慣を持つことのすばら

しさに賛成してくださるでしょう｡ 信仰の成長のためには､
自分自身で都合のつけられる時間と場所を決めて､ 誰からも
邪魔されず､ 独りで神さまと向き合う時間を持つことが必要
なのです｡
｢いいえ｣ と答えた方もいるでしょう｡ いろいろな理由に

より､ 一日のうちで神さまとすごす時間帯を見つけるのは容
易なことではない､ ということも理解できます｡

ともかく､ ルカによる福音書 章 節を読んでみましょ
う｡ 神さまと向き合う時間がいかに必要不可欠なものである
かを､ イエスご自身が示しているのです｡ 彼がどんなに多忙
な時間を過ごしていたか､ 皆さんにもわかるでしょう｡ イエ
スのうわさが広まるにつれ､ 彼はますます多くの人を相手に
しなくてはなりませんでした｡ しかし､ 聖書には

と書かれています｡ これはイエスご自身がはっきりとした
意図を持って弟子たちに､ そして私たちに手本を示しておら
れるとしか思えません｡ 私たちがそのとおりに行うことをイ
エスが望んでいなかったとしたら､ このイエスの行動はまっ
たく無意味です｡ イエスの生涯はすべて､ このように行いな
さい､ という私たちへのお手本なのです｡
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私が ｢静かな時｣ を始めたのは：
まだ私がクリスチャンになったばかりの頃､ 私はキリスト
のことを知りたくて､ まさに ｢飢えて｣ いました｡ それで何
人かの友だちと毎朝､ 講義が始まる前に 分ほど聖書を読
んで祈ることを始めました｡ けれどもやがて､ 私自身がキリ
ストと出会うために､ 独りになることが必要だと感じはじめ
ました｡ そこで朝 時半に起きてその時間を持つことにしま
した｡

｢静かな時｣ が与えてくれたもの：霊的な成長
｢静かな時｣ は､ 単に教会に出席するだけでは得られない

霊的な成長を私たちにもたらします｡ 教会に行くよりも良い
ことだ､ とは申しません｡ 私たちは仲間を必要としています｡
だから他の信徒たちと一緒に教会に行きます｡ けれども ｢静
かな時｣ の中で神さまの言葉を読み､ 感じたこと､ 祈ったこ
とを書きとめている人もいます｡ 独りきりで神さまと過ご
した時間の､ 目に見える成果をこの人たちが証しするのを聞
いたことがあるでしょう｡

より深い関係へ
神さまとの関係が､ 単に文字によって知っている､ という
だけのものではなくなってくるのです｡ 読んで､ 神さまにつ
いての知識を得るのではありません｡ 聖書を読み続けること
は､ 神さまとの ｢関係を深める｣ ことなのです｡ 聖書の言葉
を読むたびに私はその中に自分自身を見つけ､ いつも驚かさ
れます｡ そのとき私は神さまをとても身近に感じます｡ これ
こそが神さまと親密な関係になる秘訣です｡

心からの求め
｢静かな時｣ を持つことを習慣にしていると､ キリストを

知りたい､ という ｢飢え｣ がますます強くなることがわかり
ます｡ 時半に始めたのでは足りません｡ それで 時 分
から始めることにしました｡ 深い悩みの中にあるときはもっ
ともっと長いあいだキリストと語り合っていたくなるのです｡
いつも決まった時間にしなくてはならない､ というわけでは
ありません｡ 聖書にも､

(ルカによる
福音書 章 節) と書かれているように､ イエスご自身も､
その多忙なスケジュールの隙間をぬうようにして､ 神さまと
対話し､ 祈る時間を作られたのです｡

バリエーション
｢静かな時｣ を持つことを習慣にしているなら､ それをマ

ンネリ化させないためにいろいろなスタイルを試してみると良
いでしょう｡ ある時はひたすら他人のために祈り､ またある時
は 章ずつ聖書を読む｡ 聖書朗読の を聴くのもよいでしょ
う｡ 祈りの言葉を集めた本を読むだけでもかまいません｡
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◆ チャペルアワーに参加したきっかけは？
大学でキリストについての話が聞けるなん
てすごいことだと思ったので｡ (辻)
宗教としての ｢キリスト教｣ というよりも､
むしろキリストの教えやそれにまつわる話に
興味があった｡ (薫田)

◆ チャペルアワーの印象を聞かせてください｡
そこだけ異次元というか (笑)｡ 天井が高
くてパイプオルガンの音が響いていて､ 日常
とかけ離れた感覚｡ 授業で神経が高ぶって
いるときなど気分転換になる｡ (薫田)
毎回いろんな先生がいろいろな見方でキリ
ストの話をしてくださるのがうれしい｡ (辻)

◆ 印象に残っているお話は？
｢大切なきみ｣｡ (編集部注： 月 日の関
キャンパスチャペルアワースピーチ ｢あなた
を造られた神｣ ／益田明のなかで引用された､
マックス・ルケード作の童話)
｢おまえはそのままで尊く､ かけがえのな

い大切な存在なんだよ｣ という言葉で泣きそ
うになった｡ (薫田)

◆ これからも続けて出席したいですか？
後期は 限・２限連続の講義を取ったので

その間の休み時間にレポートを仕上げなけれ
ばならず､ 毎回は難しいけれどできるだけ出
席したい｡ (辻)
キリスト教､ 仏教など個々の宗教で全然別
のことを教えているわけではなく､ 普遍的な
ものがあり､ 行き着く先というか指し示して
いるものは共通のものだという気がしている
ので､ もっと深く知りたい｡ (薫田)

もちろん同じことを繰り返したとしても､ 神さまは決して
あなたの言葉に飽きたりはしないし､ 私たちもそれを続ける
ことに飽きることはありませんが､ いつも神さまとの関係を
新鮮にしておくことを心がけたいのです｡
( 年 月 日 関キャンパス チャペルアワースピーチより一部を抜粋)

これまでのチャペルアワーの内容が､ 本学ホームページに掲載されておりますのでぜひご覧
下さい｡
中部学院大学短期大学部ホームページ
左側のメニューから ｢中部学院について｣ → ｢キリスト教教育について｣ → ｢チャペルアワー｣
とお進み下さい｡ ( )
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1951年京都で生まれる｡ 1980年から伝道者として働く｡ 東京の狛江教
会伝道師(4 年)､ 長崎飽の浦教会牧師・飽の浦幼稚園園長(13 年)､ 京都の
丹波新生教会牧師(10年)､ 大阪の高石教会牧師として 2年半現在に至る｡
20代から30代にかけて 4年ほど､ ラジオの伝道番組で DJをしていました｡
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